
CIM導入ガイドラインに対応したCIMモデル作成と活用について

【河川モデル作成編】



施工 維持管理

河川CIMのモデルの作成・活用・更新の流れとOCFベンダーの対応

工程

堤防設計
護岸工設計
樋門・樋管設計

予備設計

測量
地質・土質

設計

3次元測量

対
応
ベ
ン
ダ
ー

施工計画

施工管理

ICT建機施工

出来形管理

設計変更

定期測量
日常点検
定期点検
補修

CTC

住民協議



施工 維持管理

河川モデルの作成・活用・更新の流れ

工程

モデル

堤防設計
護岸工設計
樋門・樋管設計

予備設計

測量
地質・土質

設計

点群 地形
モデル

3次元
起工測量

土工形状モデル

維持管理
モデル

点群

LandXML

CSV
TIFF

地質モデル

護岸工モデル
樋門・樋管モデル

IFC

統合モデル

施工計画

施工管理

ICT建機施工

出来形管理

設計変更

統合モデル
更新

線形モデル LandXML

住民協議

土工形状モデル
更新

護岸工モデル
樋門・樋管モデル
（更新・情報付与）

線形モデル

定期測量
日常点検
定期点検
補修

仮設工モデル



測量
地質・土質

点群

地質モデル

測量精度が必要とされる範囲を対象
とし、設計段階で作成する地形モデ
ルの基となる3次元データを取得

・3次元視覚化による悲観的地質リスク(※2)の位置関係の把握。
・関係者間協議用の資料、住民説明用の資料の作成
・3次元視覚化による堤体・地盤と河川構造物の位置関係の明確化
・盛土材料と地質の3次元把握による設計・施工への提言・助言

測量・地質・土質モデルの活用目的



堤防設計
護岸工設計
樋門・樋管設計

予備設計

設計

地形
モデル

土工形状モデル LandXML

護岸工モデル
樋門・樋管モデル

IFC

統合モデル

線形モデル LandXML

 施工計画の可視化
 設計品質の向上

 各種協議における合意形成時間の短縮と
判断の迅速化

【樋門詳細設計時・業務発注時の例】(数量計算まで実現する目的で作成するときの例) 

設計モデルの活用目的



①堤防・護岸工設計

②樋門・樋管設計

予備・詳細設計

中心線形計画 縦断計画 3Dモデル

動画①

3分





LandXMLファイル

予備・詳細設計：LandXML・IFC出力

線形モデル
地形モデル

土工形状モデル

IFCファイル
動画②

構造物モデル

地質モデル

1分





予備・詳細設計：統合モデル作成

土工形状モデル

地形モデル

構造物モデル

統合モデル

動画③

地質モデル 広域地形モデル

3分





施工

3次元
起工測量

点群

施工計画

施工管理

ICT建機施工

出来形管理

設計変更

統合モデル
更新

住民協議

土工形状モデル
更新

護岸工モデル
樋門・樋管モデル
（更新・情報付与）

線形モデル

仮設工モデル

 関係機関協議、地元説明会の実施
 設計図書の照査
 施工計画書の作成

施工モデルの活用目的



施工

①土工出来形（現況地形TIN）

②施工検討

点群 TIN

動画④





維持管理モデルの活用目的

①資料検索の効率化

②点検結果の可視化

CIM導入ガイドラインに掲載されているCIMモデルの活用例
③地下埋設物の事故防止

④各種協議の円滑化

⑤河道管理の高度化

⑥矢板護岸管理

河川CIMの整備イメージ

維持管理

維持管理
モデル

定期測量
日常点検
定期点検
補修


